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加藤麻希子
（１）Ｒ児の思考する姿から
Ｏ高いところにある藤の実を取るためにはどうしたらいいのか考える姿
Ｒ児は、これまでに何度も藤の実を取って遊んでいる。少し手を伸ばしたら届きそうな時
には低い台を使い、自分の身長よりもかなり高いところに実があるときは、いくつかの台を
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葎事例１「低いからダメなんだよ」７月１０日（木）
重ねて踏み台にしたり吊り橋を使ったりしていた。今回も藤の実の高さを目で確かめ、吊り
橋のどの位置に乗れば藤の実に届くのかを予測し、吊り橋の置き方も何度も変えながら試行
錯誤する姿が見られた。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境構成
Ｏすぐに助けられる距離から様子を見守る援助
頭上にあるものを、不安定な吊り橋に乗って両足で立つことは、幼児にとってスリルを味
わう体験と言える。そこで、教師が近くで見守ることで、Ｒ児とＳ児は安心して遊びを続け
ることができたと考える。
Ｏ手を伸ばすだけでは届かない藤の実
幼児らの背丈では、手を伸ばすだけでは藤の実を掴むこ
とはできない。そこでＲ児とＳ児は、簡単には手に入れる
ことができない藤の実を取ってみたいという目的に向かっ
て、踏み台となる吊り橋を使い高い場所にあるものをどの
ようにして掴むか考え始めた。
Ｏ乗る位置によって高さが変わる吊り橋
吊り橋は両端が低く、真ん中が高くなっている。Ｒ児と
Ｓ児は始め、端の低い所に乗って藤の実を取ろうとしたが、
届かなかった。その後、再び吊り橋を動かして、吊り橋の
最も高い所が藤の実の真下になるように置き、そこに乗っ
て初めて藤の実に手が届いた。このように高低差のある吊
り橋を用いることによって、手の届き具合と藤の実までの
距離感を考えながら取ろうとする姿が見られたと言える。
（３）今後に向けて
藤棚下に置いてある吊り橋や丸太、椅子などの遊具は、高低差を考えたり、遊びの中で自
由に組み合わせて使ったりすることができるようになっている。今後も、幼児が必要に応じ
て自ら選択したり、工夫したりして使うことができるように環境設定しておくことを大切に
したい。
Ｒ児やｓ児が高いところに上がって実を取ることで味わったであろうドキドキ感を他の幼
児にも伝えることで、その場を見ていない幼児らも間接的に同じ体験ができたであろうし、
同じようにやってみたいという思いも持ったかもしれない。幼児の思考する姿を他児にも広
めるようにしていきたい。
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（１）Ａ児の思考する姿から
Ｏ看板を真っすぐにするにはどうしたらいいのか考える姿
Ａ児は、まだ店を開くことができない状態であるのに、看板が「オープンしています」に
なっていることに気づき、高いところに結んである看板を教師に直してもらうように頼んだ。
その後、自分でやってみようとした。その姿に気づいたＢ児は、Ａ児を手伝おうとしたが、
－５６－
託
事例２「やっぱりここ持つとって－」１０月１６日（木）
Ａ児はＢ児の手を借りなくても一人で直すことができると考えていた。しかし、一人で何度
もタフロープを結ぼうとしたが看板が傾いてしまうことから、誰かに持っていてもらわなけ
れば看板が真っすぐにならないと思い直し、もう一度Ｂ児を呼んだと考えられる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境構成
Ｏ教師の代わりにやってみることを提案し、何度も繰り返す姿を見守る援助
ケーキ屋のテント下に集っていた幼児らが、今お店が開いているのか、まだ開いていない
のかを意識することができるように、教師は『じゆんびちゅう』『オープンしています』の看
板を一緒につくった。前日は教師がテントの高いところに括りつけたこともあり、Ａ児はこ
の日、看板を替えることを教師に頼んだ。そこで教師が「お店の人が替えてください」と投
げかけ手を貸さず、何度も繰り返し試そうとしている姿を見守ることで、Ａ児は自分でなん
とかやってみようという思いを持ち続けることができた。
０－人では操作することが難しい看板
前日に教師がつくった看板は左右のタフロープの長さが等しく、文字が書かれた部分が真
っすぐになっていた。Ａ児はその傾いていない看板のようにしたいという願いを持っていた。
そして、何度もタフロープを結んだり解いたりしながら看板が傾かない方法を考えていたと
思われる。しかし、Ａ児一人では、何度試しても左右のタフロープの長さが等しく真っすぐ
な看板にはならなかった。一人で操作することが難しい看板から、Ａ児とＢ児が力を合わせ
て操作し、イメージ通りの看板にするという体験が生まれた。
Ｏ手伝おうとする仲間の存在
Ａ児が看板のタフロープを結ぼうとする様子を見て、Ｂ児は手伝おうとした（看板が傾か
ないように持とうとした)。つまり、Ｂ児は看板を真っすぐにするためには誰かが看板を持っ
ていないと傾いてしまうと考えていたと思われる。Ａ児は初め、Ｂ児の手助けを拒んだ。そ
してＢ児が一度その場から離れたことで、誰かに持っていてもらわなければ看板を真っすぐ
にすることができないということに気づくことができた。
（３）今後に向けて
本事例では、教師が与えたモデルに興味を持って同じようにつくってみよう、やってみよ
うと挑戦したときに、思い通りにいかず試行錯誤する姿がみられた。適度な困難さを与え、
「どうしたらうまくいくだろう」と思考する場面を増やしていきたい。
また、自分では気づかなくても周りにいる友達の言動が問題解決のヒントとなることや、
友達と力を合わせたからできたという体験を味わえるように援助していきたい。
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事例３「ここでお菓子を食べてもらうことにしたいの」１１月４日（火）
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（１）Ｃ児の思考する姿から
Ｏつくったお菓子が減らないようにするにはどうしたらいいのか考える姿
Ｃ児Ｄ児Ｆ児の３人は先週から引き続き、お菓子屋さんを楽しんでいた。この日は客とし
て訪れる幼児が多く、３人は、お菓子が店からどんどん減って困るという状況と初めて出会
うことになった。Ｃ児はお客がお菓子を買って持って行ってしまうことや、お菓子をつくる
人がＤ児一人だけで生産が追いつかないという状況から、お店の隣に座って食べるスペース
を設け、客にそこで食べて帰ってもらうという方法を思いついた。そのＣ児の考えにＦ児が
賛同したことで、実現させることができた。ｃ児らは１学期に園庭で開いていたレストラン
ごっこの中で、お客に料理をその場で食べてもらっており、そのときの経験から生まれたア
イディアであると思われる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境構成
Ｏ困っている思いに共感する援助
客が来てお菓子が少なくなり、困った表情になったＣ児の思いに教師が共感したことで、
Ｃ児はＤ児に「急いでつくって」と声をかけたり、それでも生産が間に合いそうにないこと
に気づいたりした。そのことが、お菓子を減らさないでみんなで楽しめるという方法を考え
始めるきっかけになったと思われる。
Ｏ操作の内容を確認する援助
Ｃ児が椅子を並べて遊びの場を再構成し始めた時に、教師がＣ児に何をしているのかを尋
ねた。そして、Ｃ児はこれからやろうとしていることを教師や友達に伝えることとなった。
このことで、Ｃ児は自分が今から操作しようとしている内容を明確にすることができた。ま
た、Ｆ児はＣ児の考えに気づいて手伝うようになった。
Ｏ自由に再構成できる空間
Ｃ児はお菓子をつくったり売ったりしていた場所の隣の空間に椅子を運んで並べ、お菓子
のレストランを開く場をつくった。元々お菓子屋さんとして過ごしていた遊び場の隣が広く
空いていたことで、幼児は自由にその空間を使い、自分のイメージするレストランをつくっ
ていくことができたと考えられる。
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（３）今後に向けて
お菓子屋さんごっこという遊びの中で、つくる人、売る人という役割を決めて遊ぶ姿が見
られた。このように役割分担をして声をかけ合いながら遊ぶ姿を今後も応援していきたい。
しかし、３人は年中組の頃からの仲良しで､他の幼児らと一緒に遊ぶことは少ない。よって、
他の幼児らともイメージを共有し、遊ぶことができるように援助していきたい。
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牧師は保育室の牛
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つき組保育室でＧ児、Ｂ児らがお菓子屋さんを開いていた。
長.年中児が客として 訪れ、並べてあったお菓子がすべ
売り切れた。近くでブローチ屋をしていたＡ児が、Ｇ児、Ｂ
らの様子を伺いに来ていた。
Ａ児「もうお菓子なくなったん？」
Ｂ児「うん。今日はお客さんがたくさん来たからね」
Ａ児「またお客さん来たらどうするん？」
Ｂ児、Ｇ児「・・・」
教師「今日はもう閉店かな？」
Ｇ児「え－、お菓子もっとつくればいい一。そうだ、ポ
シキーつくろう」
Ａ児「それやったら、木の枝使えば？」
Ｇ児「そうする－、先生一今から外行って取ってきた
い」
Ａ児「私も手伝う」
教師「うん。でも今、外すごい雨降ってるよ」
Ａ児「傘さしていくし大丈夫」
教師「大丈夫？じゃあ二人で行ってらっしや_い」
二人「は－い」
Ｇ児「長靴とってこよう」
Ａ児「寒いしコート着ていく？あっ、入れる袋も持つ
ていこう」
Ａ児とＧ児は声をかけ合いながら玄関と廊下から長靴と傘
コートを用意し､園庭へ出て行った｡教 中から、
人の様子を見守った。
<Ａ児の思考〉
･お菓子屋さんに、
つばいお客さんがき
いるな
･木の枝を使うとポ
キーらしくなるんじ
ないかな
● 園庭に取りに行
たい
･外は寒そうだぞ
･拾った枝を入れる
があるといいな
事例４「木の枝使えば？」１１月２０日（木）
しばらくすると、二人は小枝を拾って保育室に戻ってきた。
二人「ただいま－」
教師「おかえり－，いっぱい拾ったね」
Ａ児「今からこれ洗って使わんけ？」
Ｇ児「そうしよう」
二人は手洗い場で小枝を洗い始めた｡教師はその小枝を置く
ことができるように製作用のタオルを用意した。
Ｇ児「ストーブの前で乾かしたら？」
二人は製作タオルに小枝を置き、ストーブの前へ持って行っ
た。その後、すぐにかたづけの時間となった。
Ａ児「せっかく取ってきたんに、つくれんかつた」
教師「残念だったね。また次のしたい遊びの時間まで
とっておいたら？」
Ａ児「そうするわ。まだ乾いてないしこのまま置いと
いてもいい？」
教師「いいよ。もうちょっとで乾きそうだね」
二人はかたづけの時間、時々小枝を触って、乾いているかど
うか確かめていた。そして乾いたことを確認し、大事そうにお
菓子屋さんの材料箱の中にしまいに行った。
．汚れているからまず
洗おう
・ポッキーつくりたか
ったなあ
・今度の遊びの時間に
使おう
・乾いたから材料箱の
中にしまっておこう
次のしたい遊びの時間まで、行事や連休で数日間あいたが、
二人は自分たちが取ってきた小枝を使い､ポッキーづくりを楽
しんでいた。
（１）Ａ児の思考する姿から
Ｏイメージするポッキーをつくるためには、素材をどのように手に入れてどのように使った
らよいか考える姿
Ａ児はブローチ屋さんをしていたが、この日は前日まで一緒にブローチをつくったり売っ
たりしていた友達が他の遊びに行ってしまい、買いに来る客もまばらであった。そのうち、
同じ保育室の中で向かい合わせにお店を開いているお菓子屋さんが気になり、Ｇ児らに声を
かけた。そこで、Ｇ児の「ポッキーをつくりたい」という言葉を聞き、二人のやりとりが始
まった。
二人は互いに声をかけ合いながら小枝を探しに出かけ、園庭から拾って帰ってくるとそれ
を工夫して洗ったり乾かしたりしていた。かたづけの時間中も、ストーブの前で乾かしてい
－６１－
る木の枝を気にしている様子からも、自分たちが取ってきた枝を大切にしている様子がうか
がえる。そして、次の遊びは五日後であったが、「自分たちで取ってきた小枝でポッキーをつ
くる」という二人の思いは続き、小枝の皮を剥いたりピニルテープを巻いたりしてポツキー
をつくっていた。Ａ児はブローチ屋の遊びをしている時、園庭にあるドングリや赤い実など
を使ってブローチをつくっていた。その経験から、ポッキーの素材を考える際、自然と園庭
にある植物に目が向いたのだと考えられる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境構成
Ｏ園庭へ木の枝を探しに行くことを許可し、保育室内から園庭の様子を見守る援助
この日は激しく雨の降る寒い日であった。教師は幼児の「今すぐ木の枝を取ってきたい」
という思いを受け止めた。そしてＡ児とＧ児の二人であれば、雨に当たらないように、寒く
ないようになど、自分たちで考えることができるであろうと判断し、園庭へ出ることを許可
した。二人はすぐに園庭へ行き、イメージする木の枝を自分の目で確かめて探すことができ
た。
Ｏ友達の様子を意識できる場の構成
お菓子屋とブローチ屋は向かい合わせに店を開いており、互いの様子がよくわかるように
なっていた。ブローチ屋だったＡ児は、その日、一緒に遊ぶ友達がおらず遊びを楽しむこと
ができていなかったと思われる。そこで、ブローチ屋の様子を伺いに行った。このように、
異なる遊びをしている友達の様子が見える場の構成であったことが、今までしていた遊びと
は違う遊びに加わるきっかけとなったと言える。
○友達の願い
Ａ児はお菓子屋の様子を見に行き、そこにいるＧ児の「ポッキーをつくりたい」という願
いを知った。その願いを聞いて「木の枝を使えば？」と提案した。Ａ児は、最初は自分の願
いではなくＧ児の願いであったポッキーづくりにおいて、Ｇ児と一緒に願いを叶えるために
素材を探したり扱ったりしていく中で思考していったと考えられる。
（３）今後に向けて
園庭の自然物を用いるという発想は、これまでの遊びや製作からの積み重ねがあったから
こそ生まれたものであると考えられる。今後もこれまでの経験を生かして思考していく姿を
認め、大切にしていきたい。
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プレイルームでＡ児､Ｈ児、Ｉ児が長縄跳びをして遊んでいた。
の様子をＪ児が見ていた。教師も近づいて見守ることにした。
教師「今日は何回続けて跳べた？」
Ｈ児「さつき１３回跳べたよ」
教師「へ_、すごいね」
Ｈ児「たぶんもっと跳べるよ」
教師「 ｒ>こつ、 もっと跳べる？何回くらい跳べそう？」
Ｈ児「２０回くらいは跳べると思うけど」
Ａ児「回すよ！せ_の」
Ａ児とＩ児が回し、Ｈ児が跳ぶ。Ｈ児は７回跳んで縄に引っか
る 。
Ｊ児「Ｉ児ちゃん、回すとき動いとる」
教師「そうだね、回しながらどんどん横にずれていった
ね」
Ａ児「回す人が動いたら跳びにくいよ」
I児「わかった。じゃ、もう一回やろう」
Ａ児とＩ児が回し、Ｈ児が跳ぶ。Ｈ児は４，５回跳んで縄に引
かかる。
Ｊ児「やっぱりＩ児ちゃん動いとるよ。ここからここまま
で」
I児「だって動いてしまうもん」
Ａ児が近くからジュニアブロックを運び、それに乗る。
Ａ児「ねえ、これに乗ったら動かんよ」
I児「わたしも乗る－」
I児はＡ児と同じジュニアブロックを運び、その上に乗った。
Ａ児とＩ児が回し、Ｈ児が跳ぶ。Ｈは１５？１６？回跳んで縄
弓|っかかる
Ｈ児「やったぁ。今までの最高記録！」
Ａ児、Ｉ児、Ｊ児、教師も手をﾛﾛき喜ぶ。
教師「Ｈ児ちゃん、跳びやすかった？」
Ｈ児「うん」
I児「やっぱり、乗って動かなくなったからいいんと違
フ ？」
<Ａ児の思考〉
･回すときＩ児ち
んが動くから、Ｈ
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うだな
・ジュニァブロ ツ
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る
事例５「これに乗ったら動かんよ」 ２月１２日（木）
Ａ児「動かんし、それに高く回せる！Ｈちゃん背が高
いから高く回さんなんし」
Ｊ児「(ジュニアブロックの高さを確かめながら）
うん、これだけ高くなる！」
教師「なるほど。Ａ児ちゃん、いいこと発見したね」
その後、４人はジュニアブロックに乗って縄を回したり、跳
んだりすることを楽しんでいた。
･ジュニアブロックに
乗ると、そのぷんだけ
高く回すこともでき
る
（１）Ａ児の思考する姿から
Ｏ友達がその場を動かないで縄を回すにはどうしたらいいのか考える姿
Ａ児は表現会の劇で、短縄に挑戦した。また、他の友達が長縄の練習をするのをよく見て
いた。そして表現会が終わった次の週からのしたい遊びの時間には縄跳びをすることが多く
なった。家庭でも兄弟と一緒に縄跳びをすることが多いようである。
Ａ児は、長縄を続けて多く跳ぶために、回す人が動くと跳びにくいのではないかとＩ児に
提案している。そして、回している時にどうしても動いてしまうＩ児の様子を見て、ジュニ
アブロックに乗ると動かないで回せるのではないかと考えたようである。その考えをＩ児も
受け入れた。さらに、Ｈ児の身長が高いために高く回さなければならないということも分か
っていたと考えられる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境構成
Ｏ多く跳べることを価値づける援助
教師は長縄跳びをしている幼児らに近づき、１３回跳べたことをほめた。また、「もっと跳
べる！」と言うＨ児に対して「何回くらい跳べそう？」と尋ねることで、跳ぶ幼児も回す幼
児も、もっと続けてたくさん跳びたいという意欲や、どうしたら跳ぶ人が跳びやすいかとい
う意識を持って長縄跳びを続けていたのではないかと考える。
Ｏ仲間の気づきに同調する援助
Ａ児、Ｈ児、Ｉ児が長縄跳びをする様子を近くで見ていたＪ児は、Ｉ児が縄を回す時に動
いていることに気づいた。教師がＪ児の気づきに同調し、Ｉ児が縄を回しながら横にずれて
いっていることをＡ児らに伝えることで、動かないで回すためにはどうしたらよいかという
課題が明らかとなった。
－６４－
Ｏ思考したことを友達に伝える姿を認める援助
Ａ児は、長縄を回す時にジュニアブロックに乗ると動かないで回すことができ、しかも縄
を高く回すことができると思考した。縄を回す時にどうしても動いてしまうＩ児にとって、
Ａ児の考えは新しい学びとなった。また、Ａ児が、Ｈ児の背の高さから縄を高く回さなけれ
ばならないと考えたことに対して、Ｊ児は初めてジュニアブロックの高さに気づくことがで
きた。つまり、Ａ児の思考からＩ児やＪ児の学びが生まれたと言える。Ａ児のように思考し
たことを友達に伝える姿を認めることは、これからの遊びの中でも自分の思いや考えを進ん
で伝えようとする姿に繋がると考えられる。
Ｏ長縄跳びの中での困ってる友達の姿
二人で回して友達が跳ぶ長縄跳びの遊びは、その場に三人以上の幼児がいなければするこ
とができない。そして、縄を回す幼児も縄を跳ぶ幼児も「続けてたくさん跳ぶ」という願い
を持っている。すなわち始めから共通の目的を持って遊びを進めていることになる。Ａ児に
とって、自分と同じ目的を持つＩ児の困っている姿が、思考のきっかけとなっている。
（３）今後に向けて
Ａ児は遊びの中で、どうしたらもっと遊びが楽しくなるかを考えたり、
ことを一緒に考えたりすることが多い。この良さを小学校でも発揮する《
見守っていきたい。
遊びが楽しくなるかを考えたり、友達が困っている
この良さを小学校でも発揮することができるように
－６５－
＜－年を振り返って＞
（１）幼児の思考する姿から
Ｏ共同性の中で育まれる思考
幼児は遊びの中で､何らかの実現したい(解決したい)事柄と出会った時に思考し始める。
事例１－３では、自分の願いを実現するために思考する姿が見られた。また、事例４では「ポ
ッキーをつくりたい」という友達の願いから思考が生まれているし、事例５では長縄を回す
時に動いてしまうという困っている友達の姿から思考が始まっている。このことから、５歳
児では、自分だけの願いに留まらず、友達の願いを知り一緒に考えたり、友達と同じ目的に
向かって遊びを進めたりしていく中で思考をしていることが多いと考えられる。
Ｏ経験内容を生かした思考
事例５では、以前の遊びの中でよく使っていたジュニアブロックが、その場を動かないで
縄を回すための踏み台として適当であると判断して使いこなす姿がみられた。また、事例３
では、園庭でのレストランごっこの体験を生かし、客にお菓子を食べてもらった後でそれを
回収できる場を再構成する姿が見られた。事例４では、幼児は以前他の遊びの中で、園庭に
ある植物を使ったことがあったため､自分のイメージするものをつくるための素材を選ぶ際、
園庭にある自然物に目が向いたと考えられる。このように、５歳児にとって、過去の多くの
経験や積み重ねがその後の遊びの中での思考に影響することがわかった。
（２）幼児の思考を促す教師の援助と環境の構成
Ｏ幼児の思考を促す教師の援助
・安心して試行錯誤できる援助
事例１のように、高い所にあるものを不安定な大型遊具に乗って取ることは幼児にとって
スリルを味わう体験である。教師がすぐに助けられる距離から様子を見守ることが、安心し
てその遊びをし続けることに繋がると考えられる。事例４においては、ポッキーをつくるた
めに、今すぐ園庭に出て木の枝を取りに行きたいと考えた幼児の思いを受け止めた。そして
大雨の中であったが園庭へ素材を探しに行くことを許可することで、幼児はイメージする木
の枝を自分の目で確かめて探すことができた。
・課題や行動を明確にする援助
事例２では、以前まで教師が遊びの中で手伝っていた部分に手を貸さずに自分でやってみ
ることを提案した。それにより、自分の手で看板を真っすぐにするという目的がはっきりし
たと考えられる。事例３では、つくったお菓子がどんどん減っていく状況に対して、幼児の
困っている思いに共感したことが、お菓子を減らさないで楽しむ方法を考えるという課題と
向き合うきっかけとなった。事例５では、近くで長縄跳びを見ている友達の気づきに同調し
たことで、幼児は縄を回す時に動いてしまうという状況への解決方法を探り始めた。
また事例３では、遊びの場を再構成し始めた幼児に対して、「何をしているの？」と操作の
内容を確認する声かけをした。幼児は自分が思考したことを教師や友達に伝えることで、こ
れから実際にやってみようとしていることを明らかにすることができたと思われる。
・思考を友達の学びに繋げる援助
事例５において、幼児の「ジュニアブロックに乗ると動かないで縄を回すことができる」
－６６－
という思考が他の幼児の学びに繋がる姿がみられた。そして教師は思考したことを友達に
伝える姿を認めた。自分の思考を友達に伝える幼児は、４歳児や３歳児に対して教師が担っ
ている役割に代わる重要な存在であると言える。５歳児にとって、幼児同士が思考したこと
を伝え合うことは、同じ遊びを共につくりあげていく中で大切であると考えられる。
Ｏ幼児の思考を促す環境の構成
・高低差のある大型遊具の配置
事例１では、手を伸ばすだけでは届かない藤の実を取りたいという願いが思考のきっかけ
となっている。その藤の実を取るために幼児が用いた遊具は、乗る位置によって高さが異な
る吊り橋であった。幼児は、手の届き具合いと吊り橋の高さのバランスを考えながら置き方
を変えて試していた。このように、高低差のある大型遊具は、距離感を考えながら何度も繰
り返し試してみるために有効である。
・共同して試行錯誤できるもの・ひと
事例２で、幼児は、自分一人でも教師が以前つくったモデルとなる看板のように傾かない
看板にすることができると思っていた｡そこで手伝おうとする友達の助けを拒んだ｡しかし、
何度試しても思い通りにならず、後で同じ友達に助けを求めた。このように、一人で操作す
ることが難しいものを与えることは、二人以上で協力せざるを得ない状況をもたらすと言え
る。
事例４では、異なる遊びが互いに見えるという、友達の様子を意識できる場の構成であっ
たため､幼児は最初一緒に遊んでいなかった友達の願いに気づいた｡自分の遊びだけでなく、
他の遊びの様子も見ることのできる場の構成は、異なる遊びをしていた幼児と幼児が同じ目
的を持ち、一緒にやりとりをしながら思考していく姿につながることもある。
事例５において幼児らは、二人で回し友達が跳ぶ長縄跳び遊びの中で、「続けてたくさん跳
ぶ」という共通の目的を始めから持っていた。その遊びの中で、縄を回す時に動いてしまい
困っている友達の姿や過去の経験から、ジュニアブロックに乗ると動かないで縄を回すこと
ができるという考えが生まれたと考えられる。
・自由に再構成できる空間
事例３は『お菓子屋さん』から『お菓子のレストラン』へと場を変化させたところに思考
する姿が見てとれた。元々の遊び場の隣の広い空間や、保育室内の自由に動かすことのでき
る椅子を用いて、幼児は遊び場を自分で再構成していった。このように、幼児が思考し、場
を再構成していくためには遊び場のすぐ近くの空間や自由に動かしながらつくり替えること
のできるものがあることが重要である。
（３）今後に向けて
５歳児は遊びの中で、過去の経験を想起したり、仲間の姿から刺激をもらったりしながら
思考していくことがわかった。５歳児で思考した姿が、今後小学校生活においてどのように
生かされるのか、小学校教諭と連携しながら見守っていきたい。
今年度は、幼児らが以前遊びの中でどのような体験を積み重ねているのかを把握すること
が不十分であった。今後、幼児一人一人が興味を持っていることや過去にどんな遊びをして
きたのかを知り、援助に生かしていきたい。
－６７－
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rT］事例１「だっていつまでたっても終わらんやろ」７月１１日（金）
